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　ハラスメントについて、日本

の法律は、「ハラスメント罪」を

制定して加害者を処罰するよりも、労働問題として事

業主にその予防や対応を義務づける方向ですすんでき

ました。

　はじめてこうした規定ができたのは男女雇用機会均

等法の1997年改正で、「セクシュアル・ハラスメント」に

つき、「職場において行われる性的な言動」により「就業

環境が害されることのないよう」「適切に対応するた

め」の「必要な措置を講じなければならない」（11条）と

定められました。また2010年代になると、「働き方改革」

の名のもとにさまざまな法整備が行われ、「マタニティ

ー・ハラスメント」（16年）、「パワー・ハラスメント」

（19年）について同様の規定が設けられています。

　これに対して、「キャンパス・ハラスメント」にはま

だ法的な定めがありませんが、専修大学ではこれを、

「人格の尊厳を傷つけるような言動」の問題であると

ともに、差別的・不利益な取扱いによって「人権を侵

害」することだと宣言しています。ハラスメントがよ

り広い「人権」の問題として捉えられているのは大変

誇らしいことです。

　ただ、「人権」の問題なのだとすれば、誰しもこれを

他人任せにはできません。ハラスメントを起こさない

ことはもちろん、見て見ぬふりをしたり、放置したり

して、「適切に対応する」ための措置を怠るようなこと

はあってはならない、自戒の念を込めてあらためてそ

う思います。

　140年の歴史と伝統をもつわれらが専修大学を、み

んなでよりよい場にしていきたいですね。

 （キャンパス・ハラスメント対策室員　河崎祐子）

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

ハラスメントは「人権」の問題

　
北
京
冬
季
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
男

子
５
０
０
㍍
で
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
の
森
重
航
さ
ん
（
経
営

４
）
に
川
崎
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
が
贈
ら
れ
た
。

　
川
崎
市
で
は
、
文
化
、
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
各
分
野
で
向
上
や
発
展
に
尽
力
し
、

顕
著
な
功
績
を
残
し
た
市
民
や
ゆ
か
り
の
あ

る
個
人
・
団
体
を
顕
彰
し
て
い
る
。
今
回
で

51
回
目
で
、
専
大
で
は
、
２
０
１
２
年
に
体

育
会
サ
ッ
カ
ー
部
が
ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
賞
し

て
以
来
、
10
年
ぶ
り
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
贈
呈
式
は
10
月
27
日
、
川
崎
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
森
重
さ
ん
は
合
宿

中
で
欠
席
と
な
っ
た
が
、
代
理
と
し
て
石
垣

敦
体
育
事
務
部
長
が
出
席
し
、
福
田
紀
彦
市

長
か
ら
賞
状
と
記
念
品
を
受
け
取
っ
た
。

　
メ
キ
シ
コ
伝
統
の
祭
礼
行

事
「
死
者
の
日
」
を
テ
ー
マ

に
し
た
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
部
公
開
講
演
会

「
死
者
を
弔
う
、
死
者
と
過

ご
す
」
が
10
月
29
日
、
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ
た
。

会
場
に
は
学
生
た
ち
が
制
作

し
た
祭
壇
や
パ
ネ
ル
も
展
示

さ
れ
、
多
く
の
教
員
や
学

生
、
地
域
の
方
な
ど
が
メ
キ

シ
コ
の
伝
統
文
化
へ
の
関
心

を
深
め
て
い
た
。

　
死
者
の
日
は
ユ
ネ
ス
コ
の

無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
お
り
、
10
月
末
か
ら
11
月

２
日
に
か
け
て
行
わ
れ
る
。

　
冒
頭
、
メ
ル
バ
・
プ
リ
ー

ア
駐
日
メ
キ
シ
コ
大
使
が
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。
続
い
て
メ
キ
シ
コ
史
研

究
者
の
ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
ガ

ル
ド
ゥ
ー
ニ
ョ
氏
に
よ
る
招

待
講
演
が
行
わ
れ
、
セ
ン
パ

ス
チ
ル
（
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル

ド
）
の
花
や
ド
ク
ロ
な
ど
代

表
的
な
供
物
を
紹
介
し
た
。

　
第
２
部
は
、
小
林
貴
徳
准

教
授
と
井
上
幸
孝
教
授
が
講

演
。
文
化
人
類
学
が
専
門
の

小
林
准
教
授
は
20
年
に
及
ぶ

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
経
験

か
ら
、
先
住
民
族
の
多
様
性

を
指
摘
し
た
う
え
で
、
農
村

部
に
お
け
る
死
者
の
日
の
特

徴
を
解
説
。「
死
者
の
日
は
鮮

や
か
で
陽
気
、
街
中
が
活
気

に
包
ま
れ
る
国
民
的
祭
礼
だ

が
、
根
底
に
あ
る
の
は
故
人

と
の
再
会
を
果
た
す
家
族
の

祭
り
で
あ
る
」と
ま
と
め
た
。

　
メ
キ
シ
コ
史
が
専
門
の
井

上
教
授
は
、
古
代
メ
ソ
ア
メ

リ
カ
文
明
か
ら
現
代
に
至
る

ま
で
の
メ
キ
シ
コ
文
化
を
見

渡
し
、「
数
千
年
に
わ
た
る

文
明
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
り
、
死
者
の
日
も
歴
史

的
変
容
の
な
か
で
生
成
さ

れ
、
現
代
に
受
け
継
が
れ
て

い
る
」
と
結
ん
だ
。

　
今
回
の
講
演
会
は
、
千
代

田
区
の
「
千
代
田
学
」
に
今

年
度
採
択
さ
れ
た
「
文
化
的

多
様
性
を
持
つ
千
代
田
区
の

国
際
性
に
関
す
る
調
査
・
研

究
」
（
研
究
代
表
‥
根
岸
徹

郎
教
授
）
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
た
。

　
会
場
に
飾
ら
れ
た
祭
壇

は
、
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
で
ス

ペ
イ
ン
語
を
専
攻

す
る
学
生
有
志
約

30
人
が
制
作
し

た
。
参
加
し
た
１

年
次
生
は
「
作
業

し
な
が
ら
３
年
次

生
の
留
学
体
験
談

を
聞
い
た
り
、
ス

ペ
イ
ン
語
圏
の
文

化
に
つ
い
て
学
ん

だ
り
す
る
こ
と
が

で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
話

し
て
い
た
。

　
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
通
じ

て
人
生
を
豊
か
に
し
た
い
人

を
応
援
す
る
「
大
学
院
公
開

講
座
」
が
10
月
７
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
。
今
年
度
は
文

学
、
経
済
学
の
２
研
究
科
に

よ
る
２
部
構
成
で
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
実
施
し
て
い
る
。

　
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
は
「
日
本
語

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
列
伝

｜
｜
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
１
　
社

会
に
貢
献
す
る
日
本
語
の
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
｜
｜
」

を
統
一
テ
ー
マ
に
文
学
研
究

科
が
担
当
。
初
回
は
本
学
卒

業
生
で
タ
レ
ン
ト
の
上
田
ま

り
え
さ
ん
が
「
言
葉
は
人
生

を
豊
か
に
す
る
」
と
題
し
て

講
演
し
た
。

　
上
田
さ
ん
は
２
０
０
９
年

に
文
学
部
を
卒
業
後
、
日
本

テ
レ
ビ
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と

し
て
入
社
、
16
年
に
タ
レ
ン

ト
に
転
向
し
活
躍
の
場
を
広

げ
て
い
る
。ま
た
、来
年
度
新

設
さ
れ
る
大
学
院
文
学
研
究

科
日
本
語
日
本
文
学
専
攻
日

本
語
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

コ
ー
ス
の
広
報
ア
ン
バ
サ
ダ

ー
に
就
任
し
た
。

　「
日
本
語
の
大
切
さ
を
多

く
の
人
に
伝
え
た
い
」
と
話

す
上
田
さ
ん
は
、
言
葉
の
伝

え
方
の
難
し
さ
、
楽
し
さ
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
Ｔ
ｉ
ｋ

Ｔ
ｏ
ｋ
の
「
上
田
ま
り
え
の

日
本
語
教
室
」
で
「
入
籍
と

結
婚
の
違
い
」
を
取
り
上
げ

た
と
こ
ろ
、
再
生
回
数
１
０

０
万
回
を
突
破
し
た
。

　「
な
ぜ
豊
か
な
日
本
語
表

現
を
身
に
つ
け
た
方
が
い
い

か
」
と
い
う
大
命
題
に
対

し
、「
日
本
語
は
だ
れ
に
で
も

で
き
る
簡
単
な
お
し
ゃ
れ
。

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
髪
形
に
気

を
つ
け
る
よ
う
に
、
自
分
自

身
の
表
現
方
法
の
一
つ
と
し

て
、
言
葉
は
大
き
な
要
素
に

な
る
」
と
話
し
た
。
講
演
後

に
は
聴
講
者
か
ら
多
く
の
質

問
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
大
学
院
公
開
講
座
は
11
月

25
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
る
。

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
は
経
済
学
研
究

科
に
よ
る
「
企
業
の
競
争
と

国
家
・
地
域
」。受
講
料
は
無

料
。
申
し
込
み
は
各
講
座
の

５
日
前
ま
で
。

森重さん（経営４）に川崎市スポーツ賞

北京冬季五輪銅メダリスト

「豊かな日本語表現を身につけることは、自分自身を

表現する方法の一つ」と話した上田さん

初
回
は
上
田
ま
り
え
さ
ん
が
講
演

大
学
院
公
開
講
座
ス
タ
ー
ト

フィールドワークの経験を話す小林准教授

会場に飾られた「死者の日」の祭壇

祭
壇
の
飾
り
な
ど
を
制
作
す
る
学
生
た
ち

国際コミュニケーション学部

「死者の日」テーマに講演会
学生制作の祭壇やパネルも展示

　
図
書
館
秋
の
企
画
展
「
神
保
町
っ
て
ど
ん
な
街
？
〜

専
大
ゆ
か
り
の
街
を
歩
い
て
み
よ
う
！
〜
」
が
、
10
月

28
日
か
ら
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
神
田
神
保
町
の
由
来
や
歴

史
、
文
化
に
つ
い
て
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ

と
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
図
書
館
本
館
で
開
催
。

　
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
で
は
、
パ
ネ
ル

や
関
連
書
籍
で
日
本
一
の
古
書
店
街
・
神
保
町
の
歴
史

を
た
ど
っ
た
。
本
学
を
は
じ
め
と
す
る
周
辺
の
大
学
が

古
書
店
街
の
成
立
に
も
影
響
し
て
お
り
、
関
連
書
籍
と

し
て
本
学
創
立
者
で
あ
る
相
馬
永
胤
の
講
義
で
使
用
し

た
教
科
書
、
田
尻
稲
次
郎
の
著
書
な
ど
も
手
に
取
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
街
歩
き
を
テ
ー
マ
に
し
た
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
豪
ゆ

か
り
の
店
や
出
版
社
の
歴
史
な
ど
を
写
真
と
と
も
に
紹

介
し
、
訪
れ
た
学
生
が
「
こ
ん
な
場
所
も
あ
っ
た
の

か
」
と
見
入
っ
て
い
た
。

　
本
館
で
は
、
神
保
町
の
歴
史
の
ほ
か
、
グ
ル
メ
や
カ

ル
チ
ャ
ー
に
も
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。

　
ま
た
、
両
会
場
と
も
、
本
学
が
神
保
町
の
古
書
店
よ

り
購
入
し
た
貴
重
図
書
、
浮
世
絵
な
ど
の
資
料
も
展
示

し
て
い
る
。

　
企
画
展
は
11
月
30
日
ま
で
。
Ｋ
ｎ
ｏ
ｗ
ｌ
ｅ
ｄ
ｇ
ｅ 

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
会
場
の
み
、
一
般
の
方
も
観
覧
可
能
。
図
書

館
Ｈ
Ｐ
で
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
展
示
も
同
時
に
行
っ

て
い
る
。

書籍を通じて神田神保町の歴史に触れる学生

 ＝Knowledge Base

図
書
館 

秋
の
企
画
展

神
保
町
の
歴
史
紹
介




